２００９年度視覚系　本試　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１１月２４日
【1】 市辺
うっ血乳頭と視神経炎の違いを５つあげなさい。
【２】石川
　　Parinaud症候群の３徴と原因を簡潔に書きなさい。
【３】富岡
　　ぶどう膜炎を肉芽腫性と非肉芽腫性に大きく大別し、それぞれの疾患をあげよ。
【４】宇津見
　　コンタクトレンズのメリットとデメリットについて知ることを書きなさい。
【５】原
　　眼精疲労について原因別に分類しなさい。
【６】魚里
　　<１>視力1．0の最小視角はいくつか選びなさい。
　　　(１)１０
　　　(２)８
　　　(３)５
　　　(４)３
　　　(５)１　　　　　　　　　　　　　　　答え　(５)　
<２>１Ｄの近視で近点距離が２０cmであった。このときの調節力はいくつか選びなさい。
　　(１)５Ｄ
　　(２)４Ｄ
　　(３)３Ｄ　　　　　１÷0.2＝５Ｄ　５Ｄ－１Ｄ＝４Ｄ
　　(４)２Ｄ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　答え(２)
　　(５)１Ｄ
【７】西本
　　眼瞼下垂について知ることをのべよ。
【８】神谷
　　ＬＡＳＩＫについて知ることをのべよ。
【９】根本
　　<１>正しいもの３つを下記の選択肢から選びなさい。
　　　(１)流行性角結膜炎は角膜病変を呈さない。
　　　(２)急性出血性結膜炎の原因はアデノウィルスである。
　　　(３)アレルギー結膜炎には季節性、通年性がある。
　　　(４)春季カタルの重症例では角膜病変がある。
　　　(５)乾性角結膜炎の治療には点眼薬、眼鏡、涙液の点眼などがある。
　　(Ａ)(１)(２)(３)　 (Ｂ)(１)(２)(５)　(Ｃ)(１)(３)(５)　(Ｄ)(２)(３)(４)　(Ｅ)(３)(４)(５)
　答えは(Ｅ)
<２>間違っているものを選びなさい。(４択だった)
　(１)麦粒腫は眼瞼のMeibom腺に生じる。
　(２)Steven-Johnson症候群は全身の皮膚、粘膜に生じる自己免疫疾患である。
　(３)眼窩蜂巣炎を疑う場合、抗生物質とともに、ＣＴ、ＭＲＩ等の原因検索を行う。
　(４)流行性角結膜炎を起こしやすいアデノウィルスは４、８、１９、３７型である。
答えは(１)
【１０】宇賀
　　角膜は透明性を保つために含水量が一定になるようになっている。その機序を述べよ。

以上１０枚
出題はすべて清水先生の名前でした。
